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安城市ＤＸ推進計画（案）パブリックコメントによる意見募集結果 

１ 意見募集の概要 

（１）意見募集期間  令和３年４月１日（木）～令和３年４月３０日（金） 

（２）周知の方法   広報あんじょう（４月号）及び市公式ウェブサイト 

（３）閲覧場所    経営情報課窓口、市民交流センター、図書情報館（アンフォーレ本館内）、教育センター、へきしんギャラクシープラザ（文化センター）、各地区公民

館、青少年の家、東祥アリーナ安城（市体育館）、歴史博物館、市公式ウェブサイトにも掲載 

（４）意見を提出できる人 ①市内に在住・在勤・通学している ②市内に事業所などを有する ③市内で活動している  ①～③いずれかに該当する人 

（５）意見提出方法  住所・氏名とご意見を記入し、持参か郵送、ファクス、電子メールで経営情報課まで提出 

２ 意見募集の結果概要 

（１）意見提出人数  ３名 

（２）意見総数    ５件 

（３）提出方法    電子メール２名、郵送１名 

（４）結果の公表   経営情報課窓口、市民交流センター、図書情報館（アンフォーレ本館内）、教育センター、へきしんギャラクシープラザ（文化センター）、各地区公民

館、青少年の家、東祥アリーナ安城（市体育館）、歴史博物館、市公式ウェブサイト 

 

３ 提出された意見及び市の考え方 

 

 

 

 

番号 計画案の該当箇所 ご意見の概要（基本は原文どおり） 市の考え方 計画への反映 
意見 

区分 

1 

（P15） 

3.官民データの容易

な利用等に関して 

 2021 年 4 月の現状ではあんくるバスの時刻表・停車

位置は安城市ホームページ上に PDF として公開されて

います。しかしあんくるバスを利用する際のユーザーの

思考の流れとしては以下のようになっており、その手間

の多さがサービス利用の障壁となっています。 

 あんくるバスのルート検索につきまして

は、既に、Googleマップ（TM）の経路検索

に対応しております。 

 また、乗り換え案内につきましては、

NAVITIME、ジョルダン及び駅すぱーとにデ

ご意見については、

左記の市の考え方の

とおりです。 

B 

【意見区分】 

A：ご意見を受けて加筆・修正したもの （０件） 

B：ご意見の考え方が現行案に含まれていたもの （１件） 

C：現行案とおりとしたもの （１件） 

D：案に関連する質問など （３件） 
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番号 計画案の該当箇所 ご意見の概要（基本は原文どおり） 市の考え方 計画への反映 
意見 

区分 

1.AからBまで移動したいと考える 

2.安城市ホームページにアクセスし A,B の最寄りのバ

ス停車場A',B'を確認する 

3.AからA',B'からBまでの道を民間の地図サービスで

検索する 

 そこで提案内容としては、GoogleMap等の利用率の高

い地図アプリにあんくるバスの経路情報の登録を促し

て頂き、民間業者に登録して頂ければユーザーの手間は

減り、あんくるバスとしてもより利用しやすいサービス

になります。 

ータ提供を行っておりますので、目的に合

わせてご利用いただけます。 

2 

（P17、P19） 

4.マイナンバーカー

ドの普及・利活用 

5.ＩＣＴの活用に関

する人材育成、利用

機会等の格差の是正 

 左記の２つの個別施策には重要業績評価指標があり

ません。これではＰＤＣＡサイクルが回せません。※P8

の＜図8推進体制＞参照 

この２つの個別施策についても重要業績評価指標の設

定をお願いします。 

重要業績評価指標については、全ての施

策に設定するのではなく、特に重要な施策

として位置付けている施策、かつ、他の計

画等に記載のない施策に対し、指標の設定

を行っております。 

なお、左記2つの個別施策ですが、「4.マ

イナンバーカードの普及・利活用」につい

ては、国の指針において令和4年度までに、

ほとんどの市民がマイナンバーを保有する

ことが目標に掲げられており、その達成に

向けた普及促進に継続的に取り組んでいく

ことから、指標として設定しておりません。 

また、「5.ＩＣＴの活用に関する人材育

成、利用機会等の格差の是正」については、

ご意見については、

左記の市の考え方の

とおりです。計画の

内容は従前のままと

します。 

C 
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番号 計画案の該当箇所 ご意見の概要（基本は原文どおり） 市の考え方 計画への反映 
意見 

区分 

上位計画である安城市総合計画（後期計画）

で指標を定めている項目があるため、本計

画で改めて設定を行わないこととしていま

す。 

3 

（P23） 

「用語解説：DX」に

ついて 

 Ｄｉｇｉｔａｌ Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ 

の略ならば「ＤＴ」ではないのか、「ＤＸ」となった理

由を教えてください。 

 「Digital Transformation」の「trans」

が「交差する」という意味であり、英語圏に

おいて交差するという意味である「cross」

を「X」の１文字で表すことから、「DX」と略

されています。 

ご意見については、

左記の市の考え方の

とおりです。 

D 

4 
回覧板・広報のデジ

タル化 

 回覧板・広報は、準備する人の印刷・回覧準備のコス

トがかかる。また、近隣住民で回覧/配布する形式であ

るため、回覧が遅くなる場合がある。紙媒体として必要

な人には印刷物を提供し、不要な人にはwebから確認す

る形の方が良い。 

webにすることで、いつでも何度でも確認することがで

きたり、検索性が向上し必要な情報が得やすくなる。ま

た、必要な人に必要な通知を届けやすくできたり、アク

セス数から様々な項目の需要などを把握することがで

きる。 

 PC操作など不慣れな方でも、回覧内容を作成/共有し

やすい・回覧内容を確認しやすいプラットフォームを作

れると良い。 

 回覧板は、町内会等の住民自治組織が個

別に管理していることもあり、現在のとこ

ろ、共通利用できるプラットフォームを構

築する予定はありません。 

 しかしながら、住民自治組織等における

回覧板・広報は、各住民自治組織だけでな

く市としても様々な情報を周知する上で重

要な役割を担っていると認識していること

から、ICT サービスの利活用により利便性

が向上するよう、サポート体制の構築等に

ついて検討してまいります。 

ご意見については、

左記の市の考え方の

とおりです。 

D 

5 安城市図書情報館の  現状の運営に感謝していますが、追加で欲しい機能が  資料検索やマイページ等のシステムの機 ご意見については、 D 
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番号 計画案の該当箇所 ご意見の概要（基本は原文どおり） 市の考え方 計画への反映 
意見 

区分 

webページと予約本

自動受取窓口 

あるので列挙します。 

・資料検索時に、在庫場所を示して欲しい。現状は、図

書館の端末からは確認できるが、ユーザーの端末からは

確認できない。毎度、そもそも図書館が取り扱っている

書籍かを自分の端末で確認してから、場所を図書館の端

末で確認する手間がある。 

・マイページに貸出履歴を表示して欲しい 

・自動予約本受け取り機を安城駅の2Fに用意して欲し

い。 

能については、利用者や今回いただいたご

意見をもとに、利用しやすい機能となるよ

う検討していきます。 

 安城駅の 2F への自動予約本受け取り機

の設置は、コスト面や運用面を踏まえると

大変困難であると考えており、現在のとこ

ろ設置する予定はありません。なお、安城

駅での予約本の受取及び返却については、

時間の制限はございますが（8:00～22:00）、

「KEYPORT」で実施しています。 

左記の市の考え方の

とおりです。 

 


